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資料１　　アンケート調査結果



- 78 -



- 79 -



- 80 -



- 81 -





- 83 -

資料２　　現状調査記録
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目板の腐朽
（特に木口の腐朽）

目板の腐朽
（特に木口の腐朽）

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

鳥の糞による
白い液垂れ多数

鳥の糞による白い
液垂れ多数

屋根板の腐朽

屋根板の腐朽

鳥の巣

避雷針の上下逆向き

樋棟（剣刀木）
木口の腐朽

樋棟（剣刀木）
木口の腐朽

樋棟（剣刀木）
木口の腐朽

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

タタキコンクリート舗装
化粧砂が遺失

鳥の巣

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校倉　外観

・　屋根材である樋棟・隅樋棟・目板・屋根板の腐朽により、特に木口の割れや苔の増

殖が進んでいる。

・　校木に芯割れが入っている。

・　北側の台輪や束柱には緑色の苔が生える。

・　東西面に鳥の巣があり、糞による白い液垂れが多くある。

１．実物大復元建物

1-1. 校倉（１号建物・SB19）

　校倉　南立面

　校倉　東立面
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校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

目板の腐朽
（特に木口の腐朽）

目板の腐朽
（特に木口の腐朽）

苔

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

屋根板の腐朽による欠
損

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

鳥の糞による白い
液垂れ多数

軒支柱跡表示コンク
リート柱が移動、
一部遺失

屋根板の腐朽・苔

屋根板の腐朽

鳥の巣

避雷針の上下逆向き

樋棟（剣刀木）
木口の腐朽樋棟（剣刀木）

木口の腐朽

隅樋棟の腐朽
（特に木口の腐朽）

鳥の巣

　校倉　西立面

　校倉　北立面
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校倉　外観　詳細

➀　南面　樋棟・樋棟台・隅樋棟・樋棟台・

　　目板・葺板の腐朽
②　左に同じ木材の腐朽、避雷針の上下逆向き

⑥　南面　目板と葺板の木口の腐蝕と苔

③　東面　樋棟木口の腐朽

⑦　南面　目板と葺板の木口付近の地衣・苔

④　南面　目板と葺板の腐朽

⑧　南面　目板と葺板の木口付近の地衣・苔

⑤　南面　目板と葺板の木口の腐蝕と苔
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⑨　北面　隅樋棟の木口の腐朽欠損 ⑩　北面　屋根葺板の腐朽欠損

⑭　東面　校木割れ（多数）

⑪　北面　屋根目板と葺板の木口の腐蝕と苔繁殖

⑮　北面　台輪および柱脚の緑苔　

⑫　南面　屋根目板と葺板の木口の腐蝕と苔繁殖

⑯　北面　台輪および柱脚の緑苔　

⑬　西面　鳥の糞による白い液垂れ、校木割れ



北

南

見做し方位

東西

（内）（内）

（内）

（外）

（外）

6mm 4mm

1mm2mm

横方向

扉板湾曲率

縦方向

⑨

⑩
⑪

⑫

⑬⑯

⑮

⑭
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雨風による腐朽、雨染み

虫、鳥によるもの

その他の損傷

小屋裏詳細写真番号⑨～⑯

凡　　例

苔

小屋裏点検口

鳥の糞による
白い液垂れ

鳥の糞による
白い液垂れ

鳥の糞による
白い液垂れ

雨染み

外からの光漏れ

扉に雨染み

側板に雨染み
隅角部の雨染み

隅角部の雨染み
隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

校木の割れ・隙間

鳥の巣

鳥の巣鳥の巣
校木の割れ 校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ
校木の割れ

校木の割れ 校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

校木の割れ

鳥の巣

校木の割れ・隙間

校木の割れ・隙間

校木の割れ・隙間

床（台輪上）に雨染み

校倉　内観

　校倉　内観損傷図
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板壁に雨染み

外からの光漏れ

外からの光漏れ

扉に雨染み

雨染み多数

隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

雨染み汚れ

隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

校木の割れ・隙間

校木の割れ・隙間

校木割れ

校木割れ・隙間

校木割れ

校木の割れ・隙間

床（台輪上）に雨染み

・　四隅に多数の雨染みが集中する。一部に光漏れを確認できる箇所がある。

・　校木割れが発生しており、南面では隙間からの雨染みがある。

・　扉周りの床、台輪上、側壁板、扉下部に雨染みがある。

・　ゴキブリの死骸が散見される。

校倉　南面

　校倉　東立面
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扉に雨染み

隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

隅角部の雨染み

校木の割れ

板の汚れ
校木の割れ

校木割れ

　校倉　西立面

　校倉　北立面
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校倉　内観　詳細

➀　南東隅部と南面の雨染み状況 ②　外からの光漏れ

⑥　南面西扉下部、側壁板、台輪上、床に雨染み

③　南面の雨染み

⑦　扉の反りの計測

④　雨染み拡大

⑧　南面　扉まわり

⑤　南面東扉下部、側壁板、台輪上、床に雨染み
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校倉　小屋裏

⑨　小屋組状況、棟端の光漏れ ⑩　棟木端にゴキブリの糞

⑭　小屋組、垂木下部に外部の胡粉塗端が見える

⑪　天井上にゴキブリの糞

⑮　天井板の雇い實継ぎの状況

⑫　棟木の組手納まり、光漏れ、ゴキブリの糞

⑯　小屋組、垂木下部に外部の胡粉塗端が見える

⑬　ボルト使用状況、ナットのゆるみ



北

南

見做し方位

東西

節の腐朽

割れ

虫害

カビ・苔

その他の損傷

写真番号➀～⑧

凡　　例

➀②⑥

⑧

③

⑤

④

⑦
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校倉　束柱　

・　節の腐朽と落脱箇所が散見される。

・　割れが散見されるが構造上影響は無い。

・　虫害が散見される。

・　北列柱北側に苔が生えている。

タタキコンクリート舗装
化粧砂が遺失

軒支柱跡表示コンク
リート柱が移動、

一部遺失

　校倉　基礎（束柱・タタキ）平面図

　校倉　頭貫平面図
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校倉　束柱　詳細

➀　節の腐朽落脱 ②　節の腐朽落脱

⑥　節の腐朽

③　節の腐朽落脱

⑦　割れ

④　節の腐朽落脱

⑧　北列束柱の苔

⑤　虫害（当初か）



竹簀巻の竹の欠落

鳥の啄みによる奥茅の引出し

茅の欠損

化粧砂の遺失

オシボコの露出
杉皮の滑出し・露出

ひしぎ竹の欠落

剣刀木の割れまたは継目の開き

キリトビ外周における
ひしぎ竹の欠落

漆喰壁の黒カビ汚れ鳥の糞による
白い液垂れ

剣刀木（からすどまり）
木口の風蝕割れ

剣刀木（からすどまり）
木口の風蝕割れ

みの茅の腐朽・青苔

鳥の啄みによる奥茅の引出し

茅流出欠損によるオシボコの露出

オシボコの露出

キリトビ外周における
ひしぎ竹の欠落

苔（台輪上）

苔（北列柱北側面）
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1-2. 土倉（２号建物・SB18）

・　棟飾りが風蝕により、剣刀木の木口割れ、ひしぎ竹・竹簀等の竹類が腐朽し欠損する。

・　茅の欠損により、オシボコが露出、最下段の杉皮も露出している。

・　屋根の棟部北面にはスズメが十羽以上確認され、奥の茅の引出しは鳥類の啄みと考

えられる。

・　北面漆喰壁に黒カビ汚れ、台輪上や北列束柱北側に緑色の苔が確認できる。

土倉　外観

　土倉　南立面

　土倉　東立面



茅の緑苔色化

茅の痩せ

竹簀竹の欠損穴にスズメ

穴

多数の穴周辺にスズメ散見
（10 羽以上）

剣刀木の割れまたは継目の開き

キリトビ外周における
ひしぎ竹の欠落

茅の抜けによるオシボ
コの露出

最下層杉皮の露出・欠
落

鳥の糞による白い液垂れ

キリトビ外周における
ひしぎ竹の欠落
竹簀巻の竹の欠落

剣刀木（からすどまり）
木口の風蝕割れ

ひしぎ竹の欠落（多数箇所）

キリトビ外周における
ひしぎ竹の欠落

茅の抜けによる
オシボコの露出

ちゅうぶち（押え竹）の落下

苔（茅面）

漆喰壁に黒カビ汚れ

苔（北列柱北側面）

苔（台輪上）

剣刀木の木口の風蝕割れ

剣刀木の木口の風蝕割れ
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苔（台輪上および北列
柱北側面）

化粧砂の遺失

　土倉　西立面

　土倉　北立面
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土倉　外観　詳細

➀　南面西　棟　ひしぎ竹の欠落、茅の啄み ②　南面東　棟　ひしぎ竹の欠落、茅の啄み

⑥　南面右　茅の欠損と杉皮の露出

③　南面中央　棟　ひしぎ竹の欠落、茅の啄み

⑦　西面　鳥の糞による白い液垂れ

④　南面中央　茅の欠損とオシボコ・杉皮の露出

⑧　西面　茅の欠損とオシボコの露出、茅先の苔

⑤　南面左　茅の欠損とオシボコの露出
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⑨　北面東　棟　竹類の欠損と折れ、竹簀破損 ⑩　北面西　棟　ひしぎ竹欠落

⑫　北面西　茅欠損とオシボコ露出・茅全体に苔⑪　北面中央　棟　ひしぎ竹欠損、剣刀木腐朽

⑬　北面東　漆喰壁に黒カビ汚れ ⑭　北面　柱脚北側面に苔

⑮　東面　漆喰壁に黒カビ ⑯　東面　剣刀木の腐朽と割れ、
　　キリトビ周りの竹の欠落



北 南

見
做
し
方
位

東
西

（内）

（内）

（内）

（内）

（内）

（内）

（外）

（外）

（外）

（外）

2mm

2mm

2mm

2mm

1mm

ナシ ナシ

1mm

横方向

横方向

西 _扉板湾曲率

東 _扉板湾曲率

縦方向

縦方向

⑰ ⑱

⑲ ⑳

㉑

㉒

㉓

㉔
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雨
風
に
よ
る
腐
朽
、
雨
染
み

虫
、
鳥
に
よ
る
も
の

そ
の
他
の
損
傷

小
屋
裏
詳
細
写
真
番
号

⑰
～
㉔

凡
　
　
例

苔

鳥
の

糞

鳥
の

糞

鳥
の

糞

鳥
の

糞

黒
カ

ビ
汚

れ
黒

カ
ビ

汚
れ

黒
カ

ビ
汚

れ

小
屋

裏
点

検
口

※
　
屋
根
に
関
す
る
損
傷
は
、
「
土
倉

_
外
観
」
に
記
す
。

※
　
束
柱
に
関
す
る
損
傷
は
、
「
土
倉

_
束
柱
」
に
記
す
。

鳥
の

糞
に

よ
る

白
い

液
垂

れ
鳥
の
糞
に
よ
る

白
い
液
垂
れ

鳥
の

巣

鳥
の

巣

軒
裏

に
鳥

の
巣

鳥
の

巣

鳥
の

巣

床
（

台
輪

上
）

に
雨

染
み

床
（
台

輪
上

）
に

雨
染

み

床
に

雨
染

み

床
に

雨
染

み

土倉　内観

土
倉
西

土
倉
中
央

土
倉
東

　土倉　内観損傷図
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床（台輪上）に雨染み
床（台輪上）に雨染み

・　南面台輪上に雨染みがある。

・　出入口の床に雨染みがある。

・　外壁が漆喰で保護されているため、内壁は雨染み無く良好な状態に保たれている。

　土倉東　南面

　土倉東　東立面
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床に雨染み

扉断面に亀裂

良　好

　土倉東　西立面

　土倉東　北立面
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土倉東　内観　詳細

➀　南面　台輪上に雨染み ②　南面　台輪上に雨染み

⑥　東面　出入口床に雨染み、扉の亀裂

③　南面　台輪上に雨染み

⑦　東面　扉の反り

④　南面　台輪上に雨染み

⑧　東面　扉の亀裂

⑤　東面　出入口床に雨染み
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床（台輪上）に雨染み

壁板下部に雨染み

床（台輪上）に雨染み

床に雨染み

扉下部に雨染み

土倉西　内観

・　南面台輪上に雨染みがある。

・　扉下部、側壁板下部、出入口床に雨染みがある。

・　外壁を漆喰で保護されているため、内壁は雨染み無く良好な状態に保たれている。

　土倉西　南面

　土倉西　東立面
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良　好

良　好

　土倉西　西立面

　土倉西　北立面
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土倉西　内観　詳細

⑨　南面　台輪上に雨染み ⑩　南面　台輪上に雨染み

⑭　東面　出入口床に雨染み、板壁に雨染み

⑪　南面　台輪上に雨染み

⑮　東面　扉に雨染み

⑫　南面　台輪上に雨染み

⑯　東面　床の雨染み

⑬　東面　出入口床に雨染み
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鳥の巣

鳥の巣

鳥の糞

鳥の糞

台輪上に苔

土倉中央　内観

・　北側台輪（平・妻）上に苔が生える。

・　鳥の巣が 4基、その直下の床に糞が堆積している。

　土倉中央　東面

　土倉中央　南面



- 107 -

鳥の巣

鳥の巣

鳥の糞

鳥の糞

台輪上に苔

台輪上に苔

　土倉中央　西面

　土倉中央　北面
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土倉　小屋裏

⑰　合掌組手状況と　光の漏れ ⑱　棟近くよりの光の漏れ

㉒　茅の堆積

⑲　棟端部の光の漏れ

㉓　小屋組の納まりとボルト使用状況
　　鳥の糞あり

⑳　棟端部の小屋組と茅の状況

㉔　小屋組の納まりとボルト使用状況
　　鳥の糞あり

㉑　茅の堆積



北

南

見做し方位

東西

節の腐朽

割れ

虫害

カビ・苔

その他の損傷

写真番号➀～⑧

凡　　例

　土倉　基礎（束柱・タタキ）平面図

　土倉　頭貫平面図

　土倉　台輪平面図

➀

②

⑥

⑧

③

⑤

④

⑦
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土倉　束柱

・　節の腐朽と落脱箇所が散見される。

・　柱・頭貫・台輪に割れが散見される。

・　損傷を受けた柱がある。

・　虫害が散見される。

・　北側台輪木口は割れが入り、苔が台輪の上面と木口面に生えている。

・　北列柱および台北側輪木口に苔が生えている。
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土倉　束柱　詳細

➀　束柱割れ ②　束柱割れ、節の腐朽落脱

⑥　北面　台輪の割れ、苔

③　節の腐朽落脱

⑦　北面 _台輪の割れ、苔、虫害

④　節の腐朽落脱

⑧　北列束柱の苔

⑤　損傷
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1-3. 板倉（３号建物・SB33）

板倉　外観

宇立の腐朽
（特に木口の腐朽）

扉の湾曲扉の湾曲

金具の浮き

階段の腐朽

金具の浮き

東側タタキに苔

榑板の腐朽
（所々欠損・落脱）
木口の腐朽と苔、茸生え

宇立木口の腐朽

垂木木口の腐朽

板押えの腐朽

板壁のうすい黒変

・　屋根の榑板は腐朽が進み、砕けて落脱している箇所が多数ある。苔が目立ち、茸が

見受けられる。板押えも釘の錆部分から腐朽し、折れている箇所がある。

・　宇立も腐朽し木口部分で顕著である。

・　平側では、軒先の茅負木口や垂木の木口が腐朽し、軒裏板・茅負が腐朽している。

・　妻側では、母屋桁の木口や軒裏板が腐朽している。

・　北面東側壁板には、うすい黒変が見える。

・　北列の通し柱の柱脚と腰長押に苔があり、北東隅の通し柱は根本に腐朽が見える。

宇立の風蝕
（特に木口の腐朽）

柱脚の苔

化粧砂が遺失

台輪上に苔

軒裏板に雨染み
茅負の腐朽

軒裏板腐朽

軒裏板腐朽
（空見え）

　板倉　東立面

　板倉　北立面
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宇立の腐朽
（特に木口の腐朽）

榑板の腐朽
（所々欠損・落脱）
木口の腐朽と苔、茸生え

宇立木口の腐朽

板押えの腐朽

宇立の風蝕
（木口の腐朽）

軒裏板に雨染み

茅負の腐朽
軒裏板に雨染み

軒裏板に雨染み

　板倉　南立面

　板倉　西立面
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板倉　外観　詳細

➀　東面　榑板、板押えの腐朽状況 ②　東面　榑板、板押えの腐朽・欠損

③　東面　榑板の腐朽・欠損・苔繁殖

⑦　東面　軒下の状況（榑板・茅負の腐朽）

④　東面北端部　榑板の腐朽・欠損

⑧　東面　軒先（榑板木口の腐朽・苔・茸繁殖）

⑤　東面　榑板の腐朽・苔・茸繁殖 ⑥　東面　軒先（榑板木口の腐朽・苔・茸繁殖）
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⑨　西面北　宇立・破風板・垂木・榑板の腐朽 ⑩　落下した榑板

⑪　北面　母屋と軒裏板の腐朽状況

⑮　扉の湾曲、金具の浮き

⑫　北面　雨後の様子（薄い変色）、柱脚の苔

⑯　階段の腐朽、タタキの苔

⑬　東面北　雨後の様子 ⑭　東面南　宇立の腐朽、榑板の腐朽と欠損
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　板倉　内観損傷図
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雨染み

雨染み

黒く変色

床に雨染み

床に雨染み 壁背面の床に雨染み

壁背面の床に雨染み

側柱・側壁板下部に
雨染み

扉下部に雨染み

雨染み

光漏れ

汚れ

扉の反り

良　好

板倉北　内観

・　北面東隅部の雨染みは深刻な木材腐朽となっている。

・　北面・西面には節より流れる雨染みが多くある。

・　東面にも雨染みや光の漏れが見られる。

・　扉下部、側壁板下部、出入口床に雨染みがある。

・　東面の扉は表面が収縮し反っている。

・　南面は隣室との隔壁のため、良好である。

　板倉北　南面

　板倉北　東面
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節から雨染み

節から雨染み

雨染み
深刻な黒変腐朽あり

雨染み

白いカビ、
木材の黒変腐朽

節より雨染み

節より雨染み 節より雨染み

うすい汚れ

汚れ

　板倉北　西面

　板倉北　北面
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板倉北　内観　詳細

➀　北東角　腐朽状況 ②　北東角　腐朽状況

③　北東角　腐朽状況（黒変と白カビ）

⑦　東面　扉の反り

④　東面　床の雨染み

⑧　東面　雨染み、光漏れ

⑤　北面　雨染み（節からの雨染み多い） ⑥　東面　扉・側壁板・側柱下部の雨染み
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側壁板部に雨染み

側壁板下部に雨染み

節より雨染み

扉下部に雨染み

扉金具外れ

側柱に雨染み

うすい黒変

雨染み

虫喰い

板倉南　内観

・　南面は外に面する妻面のため、節からの雨染みが多い。

・　東面の扉下部、側壁板下部、側柱下部に雨染みがある。

・　扉のおとし金具は外れている。

・　東面北側にも雨染みがあり、隅部は黒変している。

・　虫害も 2ヶ所に確認した。ゴキブリの死骸が散見される。

・　北面は隣室との隔壁のため、良好である。

雨染み多数

虫喰い

うすい雨染み

節より雨染み

うすい雨染み

8枚目に雨染み多数

床に雨染み

　板倉南　南面

　板倉南　東面
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うすい汚れ

うすい雨染み

うすい汚れ

良　好

　板倉南　西面

　板倉南　北面
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板倉南　内観　詳細

⑨　南面　雨染み（節よりの雨染み多数） ⑩　南面　雨染み（節よりの雨染み多数）

⑪　南面　雨染み状況

⑮　扉・側壁板・側柱下部の雨染み、金具外れ

⑫　南面　虫喰い

⑯　扉・側壁板・側柱下部の雨染み、床の雨染み

⑬　東面　黒い薄染み汚れ ⑭　東面　虫喰い
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板倉　小屋裏

⑰　板倉北　北妻面 ,節より雨染みあり ⑱　板倉北　小屋組、天井板上状況

⑲　板倉北　中央妻面

㉓　板倉南　南妻面 ,雨染みあり

⑳　板倉北　せき板取付け用上部仕口

㉔　板倉北　小屋裏点検口天井板

㉑　板倉南　中央妻面 ㉒　板倉北　垂木と母屋、雨染み



北南

見做し方位

東

西

節の腐朽

割れ

虫害

カビ・苔

タタキに苔（東側）

その他の損傷

写真番号➀～⑧

凡　　例

　板倉　基礎平面図

　土倉　大引平面図

➀

②

⑥

⑧

③ ⑤

④ ⑦
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板倉　束柱（通し柱・添束共）

・　柱に割れが散見される。

・　損傷を受けた束柱がある。

・　北側通し柱柱脚には苔があり、北東隅の通し柱根元は腐朽している。

・　東側タタキに苔がある。
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➀　損傷 ②　節の腐朽

③　柱の割れ

⑦　北列東の通し柱の苔

④　柱の割れ

⑧　東側雨濡れとタタキの苔

⑤　柱の割れ ⑥　大引　節の腐朽
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SB10

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきも小さい。

・一部のワッシャーの欠損、錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

SB10

２．造園的整備施設の現状と再整備

2-1. 柱位置表示



- 126 -

SB11

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきは概ね小さいが、⑩・⑫は中程度。

・一部のワッシャーとナットの錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

SB11
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SB13

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

畦畔シート

SB13- ⑧

SB13　畦畔シート

ボ=ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト⑧は根元に曲がりが見られる。その他は大きな損傷なし。ぐらつきも小さい。

・①・⑮はボルト頭部が欠損している。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・南側で畦畔シートの一部が確認できた。

・タマリュウは確認できず。
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SB14

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪

SB14- ⑤ SB14- ⑩

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表 ボ=ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト⑩は根元から傾いている。その他は大きな損傷なし。ぐらつきも小さい。

・一部のボルト頭部が欠損している。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。
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SB15

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきも小さい。

・②はボルト頭部が欠損している。

・一部のワッシャーの欠損、錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

SB15- ②
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SB16

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑬

⑨

⑭

⑩

⑮

⑪

⑯

⑫

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきは概ね小さいが、⑦・⑮は中程度。

・一部のワッシャーとナットに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

SB16- ⑯
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SB17

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきは概ね小さいが、③は中程度。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・⑥は現状の柱表示竹が損失している。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

SB17
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SB21

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔

畦畔シート

畦畔シート

SB21　畦畔シート

ボ=ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全

て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつ

きは概ね小さいが、⑤は中程度。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・南・西側の一部で畦畔シートが確認でき

た。

・タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表
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SB24

・礎石表示に問題はない。

柱表示　配置図

SB24
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SB30

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

⑰ ⑱ ⑲ ⑳
SB30- ⑥

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト⑥は全体が傾いている。その他は大きな損傷なし。ぐらつきは小さい。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表
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SB36

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。⑭はボルト・基礎全体がぐらつく。①・⑦・⑮のぐ

らつきは中程度、その他は小さい。

・一部のワッシャーの欠損、錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

SB36- ⑭
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SB37

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

SB37-（1）

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきは②③④⑪⑬⑮⑳は中程度。

・（1）は現状の柱表示の竹が破損している。

・一部のワッシャーとナットに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

（1） （2） （3） （4） （5） （6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）（12）（13）（14）（15）

（16）

（17）

（18）

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット
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SB38

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・礎石表示に問題はない。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきは（19）が中程度。

・一部のワッシャーに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

（1） （2） （3）（4） （5） （6） （7） （8）

（9）

（11）

（15）（16）（17）（18）

（22）

（23）

（24）

（10）

（12）

（13）

（14）

（19）（20）（21）

（25）

（26）

柱表示　ボルト損傷表
ボ=ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット
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SB44

SB44

・礎石表示に問題はない。

柱表示　配置図
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SB45

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

（1） （2） （3） （4） （5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）（11）（12）（13）（14）

（15）

（16）

（17）

SB45-（5）･･･ 遺構なし？

ボ=ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルトの欠損や大きな損傷なし。ぐらつきも小さい。

・⑳はボルト頭部の欠損、（17）はボルトのねじ山がつぶれている。

・一部のワッシャーの欠損、錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

・（5）について、当初の復元設計図には無いが、現地には図の位置にコンクリート円柱

が置かれている。

柱表示　ボルト損傷表

柱表示　配置図
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SB46

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

（1） （2） （3） （4） （5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）（12）（13）（14）（15）

（16）

（17）

（18）

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト（3）は欠損。ぐらつきは概ね小さい。

・（12）（13）はボルト頭部が欠損。

・一部のボルト、ワッシャー、ナットに錆が見られる。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表

・畦畔シート、タマリュウは確認

できず。

・現状で柱表示を囲っている柵に

ついて、外周柱（16）～（18）

は隣の SB45 の囲い柵の内側に

入ってしまっている。
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SB48

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

（1） （2） （3） （4） （5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）（12）（13）（14）（15）

（16）

（17）

（18）

SB48- ②・③

②

③

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト②③（3）は欠損。ぐらつきはほとんどない。

・一部のボルト、ワッシャーに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

・現状で柱表示を囲っている柵について、外周柱（6）～（10）は隣の SB49 囲い柵の内

側に入ってしまっている。

柱表示　ボルト損傷表

柱表示　配置図
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SB49

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

（1） （2） （3） （4） （5） （6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）（12）（13）

（14）

（15）

畦畔シート SB49　畦畔シート

畦畔シート

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト⑮⑯は欠損。ぐらつきはほとんどない。

・④⑳はボルト頭部が欠損。

・一部のボルト、ワッシャー、ナットに錆が見られる。

・柱表示の外側と内側に畦畔シートの一部が確認できた。

・タマリュウは確認できず。

柱表示　ボルト損傷表

柱表示　配置図
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SB52・SB53

SB53 SB52

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

（1） （2） （3） （4） （5）

（6）（7）（8）（9）（10）

（11）

（12）

（13）

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

（1） （2） （3） （4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）（10）（11）

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット

・当初設置の柱表示材（タモ材丸太）は全て腐朽遺失し、竹材で代用されている。

・ボルト52-①、53-①は欠損。52-（11）は根元から倒れている。ぐらつきはほとんどない。

・52- ⑧はボルト頭部が欠損、53-（11）はボルトねじ山のつぶれている。

・一部のボルト、ワッシャー、ナットに錆が見られる。

・畦畔シート、タマリュウは確認できず。

柱表示　配置図

柱表示　ボルト損傷表
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SB53- ①SB52-（11）

①

柱表示　ボルト損傷表

SB52・53

ボ =ボルト、ワ =ワッシャー、ナ =ナット
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総合説明板　〈１基〉

↑正面

↓背面

左側面→ ←右側面

正　面 右側面

背　面 左側面

銅板巻：錆

銅板巻：錆

：埋木欠損

総合説明板　表面 総合説明板　右側面根本

・状態は概ね良好。

・一部、木部塗装のハゲ、根本銅板巻きに錆が見られる。

・埋木が 19 個欠損している。

2-2. 解説施設
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復元建物説明板　〈１基〉

背　面 左側面

正　面 右側面

↑正面

↓背面

左側面→ ←右側面

木部：腐食・草

木部：苔

木部：苔

表示面：汚れ

木部：苔

木部：苔

木部：苔

木部：苔

復元建物説明板　表面 復元建物説明板　裏面

復元建物説明板　左側面

・左側面足元付近の木部が腐食している。その部分から草が生えている。

・木部の一部に苔・カビ、表示面に汚れが見られる。

・埋木が９個欠損している。



木部：
苔・地衣

木部根本：
腐食
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遺跡名称板　〈１基〉

背　面正　面

各側面：苔が点在

木部：
苔・地衣

木部：苔が点在

木部根本：
腐食

遺跡名称板　表面 遺跡名称板　裏面

遺跡名称板　表面根本

・木部の根元は若干腐食している。

・木部の一部に苔・地衣類が見られる。
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名称標識　〈３基〉

名称標識　１ 名称標識　２

名称標識　３

・状態は３基とも良好。

・名称標識２は「跡」の字が半分埋まっている。
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禁止表示板　〈４基〉

禁止表示板　１ 禁止表示板　２

禁止表示板　３　本体 禁止表示板　３　基礎

禁止表示板　４　正面 禁止表示板　４　背面・側面

・禁止表示板１：正面左上・右下が少し欠けている。

・禁止表示板２：基礎から本体が浮く（動く）→ボルト

がきいてないのか。

・禁止表示板３：本体が基礎から完全に取れている、基

礎アンカーボルト３本は破損・破断。

・禁止表示板４：本体四面にヒビが見られる。
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遺構説明板　〈20基〉

・四隅の角が欠けているものが多い。

・欠けにより文章や図版が欠損し

て い る も の：SB16、SB24、SB30、

SB36、SB52。

遺構解説板　損傷表

遺構説明板 11　左下 遺構説明板 13　右下

遺構説明板 14　右下 遺構説明板 16　右端
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遺構説明板 21 遺構説明板 24　右上

遺構説明板 30　左下 遺構説明板 36　左上

遺構説明板 52 遺構説明板 53　右下

遺構説明板 48 遺構説明板 49
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